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 近年，特定外来生物カワヒバリガイの分布拡大が懸念されている．利根川下流河川事務所が

管理する北千葉導水路では導水路管渠内にカワヒバリガイが付着し，維持管理上の問題となっ

ている．そこで，カワヒバリガイの分布域の現状を把握するため，生態調査を行った．本報告

では，その調査結果の概要及び北千葉導水路におけるカワヒバリガイ対策について報告するも

のである． 
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1.  はじめに 

 

 近年，日本においてカワヒバリガイ（Limnoperna 

fortunei）（図-1）の急速な分布拡大が懸念されており1)，

環境省が定める外来生物法において特定外来生物に指定

されている（2006年2月，第二次指定種）．カワヒバリ

ガイは付着基盤に固着する性質から河川管理施設に付着

し，施設へ悪影響を及ぼす等の問題が発生している．利

根川下流河川事務所が管理する北千葉導水路においても

管渠内に付着が確認され（図-2），ゲート・バルブの開

閉や管渠内点検時の支障等，施設の維持管理上の問題に

なっている．この問題の解決に向けた検討材料の一つと

して，利根川流域における生態調査を実施した．  

今回は，利根川及び利根川に接続する河川において， 

 

カワヒバリガイの遺伝子タイプ（以下，ハプロタイプと

する）調査を行い，遺伝的違いからカワヒバリガイの分

布状況を把握した． 

 

 

2.  カワヒバリガイの概要 

 

カワヒバリガイ（Limnoperna fortunei）は，東アジアか

ら東南アジアに分布するイガイ科カワヒバリガイ属の淡

水棲二枚貝である2)．足糸と呼ばれる糸状物質を分泌し，

付着基盤に固着する．日本では，1990年に岐阜県の揖斐

川下流で初めて発見されてから3)，近畿地方や中部地方

図-2 北千葉導水路の管渠内に付着するカワヒバリガイ 

図-1 カワヒバリガイ 
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で分布域を拡大し，関東地方でも2005年に利根川水系4)，

霞ヶ浦5)，江戸川などでも確認されている．日本への侵

入は，中国から輸入されたタイワンシジミ等に混入して

いたことが確認されている6)が，侵入経路は今のところ

特定されていない．コイ科魚類等が捕食者となっている

が，カワヒバリガイは魚類の寄生虫（腹口吸虫類）の中

間宿主となっていることが確認されており，宇治川や淀

川本川では，コイ科のオイカワ，コウライモロコ等の衰

弱魚の大量発生が報告される等，生態系への影響が顕在

化している7)． 

 

 

3.  カワヒバリガイの生態調査 

 

(1)  調査概要及び方法 

今回の調査では，過年度の河川水辺の国勢調査からカ

ワヒバリガイの確認状況を整理し，生育確認された地点

から数地点を抽出し，検体を採取した． 

検体採取地点：利根川，霞ヶ浦，江戸川，荒川（朝霞，

川口，足立），中川，綾瀬川の6河川，8カ所（図-3）． 

分析方法は以下の方法で行った． 

①各調査地点でカワヒバリガイを採取（20個程度） 

②カワヒバリガイを研究室に持ち帰り，全DNAを抽出 

③PCRによりCOⅠ領域（658bp）のDNAを増幅 

④シークエンス反応により塩基配列の解読 

⑤データベースと照合して遺伝子タイプ（ハプロタイプ）

を決定（図-4） 

⑥既往研究8)と調査結果を比較 

ハプロタイプとは，塩基配列（A，T，C，Gの並び順）

の組み合わせを示し，同一である場合，共通の祖先由来

とされる．よって，どの遺伝子タイプ（ハプロタイプ） 

 

のカワヒバリガイが分布しているのか判明すれば，カワ

ヒバリガイの由来が推察出来る． 

得られたハプロタイプ結果と既往研究と比較し，カワ

ヒバリガイの分布状況について検討を行った． 

 

 

 

(2)  調査結果 

利根川上流域，中部地方等で確認されるハプロタイプ

（K01，K02，K03以下，西グループとする）は暖色系，

日本全国で確認されるハプロタイプ（K04）は緑色，利

根川下流域で優占して確認されるハプロタイプ（K05，

K06，K07，K08以下，東グループとする）を寒色系等で

示した（図-5）．現状，寄生虫が確認されているカワヒ

バリガイは西グループでのみである． 

利根川，江戸川，霞ヶ浦では，既往研究と比較しても

ハプロタイプ構成に大きな変化はなく，東グループのハ

プロタイプが分布し，西グループのハプロタイプは確認

されなかった．新たに調査した荒川，中川，綾瀬川では

東グループ及び西グループのハプロタイプが確認され，

東西両方のカワヒバリガイが混在して分布していること

が分かった． 

 

 

 

図-4 遺伝子タイプの決定イメージ 

利根川 

荒川 

図-3 採取位置 
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 (3)  考察 

今回の全調査地点で，東グループのハプロタイプが確

認されたことから，利根川流域の広い範囲に分布してい

ることが推測される． 

荒川，中川，綾瀬川で確認された西グループのハプロ

タイプについて，利根川上流の大塩湖などで確認されて

いるが，中流や今回調査した下流では確認されていない

ため，異なる経路から流入したものと考えられる． 

利根川，江戸川，霞ヶ浦では，寄生虫の中間宿主にな

っていることが確認されている西グループのハプロタイ

プは確認されていないが，利根川においても注視してい 

 

く必要がある． 

 
 

4.  北千葉導水路におけるカワヒバリガイ対策に

ついて 

  

北千葉導水路は利根川の下流部と江戸川を結ぶ延長

28.5kmの流況調整河川である．2000年4月から運用を開

始し，現在も継続的に流況に応じて導水及び排水を行っ

ている． 

 

図-6 カワヒバリガイ付着分布傾向 

取水口 

図-6 カワヒバリガイ付着分布傾向 

図-5 関東地方におけるカワヒバリガイのハプロタイプ構成 
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現在，導水路管渠内にカワヒバリガイが付着して問題

となっており，特に取水口から4km付近まで全面的に付

着していることが確認されている（図-6）．カワヒバリ

ガイ付着による問題は，送水時の電力消費量増加，点検

時に支障があるため清掃が必要などが挙げられる． 

北千葉導水路では，6年で全管渠内を目視点検するよ

うに計画されているため，同じ箇所は6年に一度清掃が

必要となっている．カワヒバリガイ対策として，試験的

に一部の管渠にカワヒバリガイの着底を未然に防ぐシリ

コーン塗装を施工した結果，6年間付着防止効果は維持

されていることが確認された．しかし，管渠内全てをシ

リコーン塗装にした場合，現状の人力によるカワヒバリ

ガイ除去と比べ，コストがかかることや施工性等の観点

から，現時点では全面的な適用は難しい状況である（表

-1）．温水処理などの対策方法についても検討を進めて

いるが，現時点において人力除去に代わる効果的な方法

は見つかっていない． 

 

 

５.  まとめ 

 

今回の生態調査によって，利根川及び接続する河川の

カワヒバリガイの現状の分布状況を把握することが出来

た．今後も継続的に分布状況の調査を行っていく必要が

ある． 

北千葉導水路では、画像解析技術（AI等）等を活用し

た管渠内の発錆診断を検討しているところであるが，カ

ワヒバリガイ付着は診断等に支障となるものであり，今

後の維持管理に向けて，カワヒバリガイの付着を未然に

防ぐ対策が必要である．引き続き検討を進め，有効な対

策を見つけていきたい． 
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表-1 カワヒバリ対策方法の費用比較 
  


